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演会、タ方には祝賀会が、いつれも新築間もな ワ市にある物理学研究所 によ りJ.Raulus一
い仙台国際ホテルにおいて挙行された。式典はzlくiewicz(ラ ウシュケービツチ)博士がお祝
高橋克夫事務部長の司会で620余名の関係者が いに遠路駆け付けられ、ポーランド科学アカデ






も醐 された誌 離3欄 騰 椛(聴 講 利馳 びに共同研究腸 を矧共しているが・そ(
約830名)。講演は福井謙一(財基礎化学研究所長 のための運営協議会等の委員の方々にも御多忙
(ノー ベル化学賞受賞者)により、宿 然の特殊 の処お運び戴いたことは、大変喜ばしいことで
性と物質科学"と題し、又HROhrerlBM特 あった。
別研究員(ノ 一ーベル物理学賞受賞者)により"科2)所 内一般公開
学の進歩"と いう演題でそれぞれ行われた。実 明けて5月 り8日(土)より、翌49日(日)までの2Eヨ
はRohrer博士は当初受賞理由である"走 査 問は、材科研究の専門家を始め、一般市民、大

















前中迄、カラー]ピ ー機で急遽追加500部を作成 研50年史"を 複刻すると共に、これを 吐その後















開発を目ざ して")で紹介 した。このVTRは 展 た。
示小委員会が企画し、東北映画制作㈱が製作し1)金 属奨励金制度の充実
たもので、新 しい金研の構成、研究活動などの 従来の若手研究者を授賞の対象としていた
.紹 介とともに、先端的な材料の研究、および物 金属研究奨励賞(iお よびiDを 増額すると/


















































































































































































































































































































































































"STMで 眺 め て み る と"
筑波大学物質工学系 重 川 秀 実





賑ち濃 聡1轟頭課繋溢凝e耀 篇誓謙難齋鰺魁 謬 宏c
た。 く、見ていてとても美しいものでした。
最近 では、原 子 レベ ルの分 解能 をうた った さて、この皐年の機会を利用して、賎おいらん"
STM(走 査型トンネル電子顕微鏡)が 学会誌等 のもとに持ち込んだのは・化合物半導体表面の安
の広告欄を賑わしていますが、本当に"見 たいも 定化機構に関する問願です。GaAsを は じめと
のを見たい時に見れる装置"と いうのはまだまだ する化合物半導体は、ご存 じのように、電子応答
少なく、また、これらの装置を自由に操ることが の高速性や直接遷移型のバンド構造からポストシ









Ga結 合による準位がGaAsの バンドギャツプ するSeの 存在によりかなり乱れていることも
から外れるという結果が得られており、安定化機 予想されます。従って、まさに"we11-defined
構の本質ではないかと考えられています。実際、 な探針"が 必要とされる実験といえます。
光電子分光をはじめとする他の分析手法 によるFl-S丁Mを 観察の結果、Se処 理を施 した表
と、処理表面ではS/Se-Ga結 合が安定 して 面では原子レベルで配列した4xl構造が観察さ
存在するということが支持されていますが、界面 れ、同処理が実用上充分な界面を与える処理であ
の構造は数層に渡り、理論計算で用いられた構造 ることを支持すると共に、理論計算との比較を通
よりかなり複雑とされています。 これらの点を明 して最適な構造を設計する可能性が示されま し
らかにするため・STMに より処理表面の原子構 た。予想したように処理表面はかなり荒れており、
造を観察する試みが多くのグループでなされてき まさに、原子レベルで制御された探針を持つ ・お
ψ ましたが いず楠 原孔 ベルで酉己列 した髄 を いらん"の 魎 を+二 分iこ聴 わせて頂く実験で
見いだすことに成功していないこともあって、処 した。
理表面は電子線回折で得られた結果から予想され つくばから高速バスで上野まで約/時 間半、上






「金研 に きて 驚 いた事」




金研は 物 質'の 臭いがぷんぷんするところで であろう。
ある。廊下を歩いているだけでそれが判る。アモ 小松研究室にきて驚いた。皆が本当に学問が好
ルファス、単結晶、準結晶、合金、微粒子、薄膜。 きなのである。"結晶成長"が好きで好きでしよう
磁性体、半導体、高温超伝導体。高圧、高磁場。 がない。単なる 叱くものづくり"で はない。結晶の
13













事、学会活動、出張などでお忙 しい中で時間を見 ている」と言われる。マ テリアル"に関する予算
つけては顕微鏡に向かわれるそうである。とても は金研につけうといわれているそうだ。(確たる根







































































































東 工 大 石 井 彰 三
東北大金研 木 戸 義 勇









照射効果についても検討した。また、紫外光レー 山本幸佳(阪 大 ・産研)
ザーやパルス大電流放電によるX線 源などの短波10=30大 電力パルスイオンビー∠」照射による
長光源と、そのためのパルス電源技術の研究状況 材料表面改質






(座長 石井)石 井彰三(東 工大)

















東北大金研 橋 詰 富 †専
1.は じめ にHyodo;MeijiUniv.,Kawasaki,
走査 トンネル顕微 鏡(STM)は 、/983年に発明/3:/5-/4:り5CarrierDynamicsonSiwith/
され て以来 、tt原子が 観 える"顕 微鏡 と して注 目withoutMetallicLayer;Y,
を浴 びているが 、表面原子 の電子情報 が得 られ たKuk;SeoulN,Univ.,Seou1&
り(走 査 トンネル分 光法=STS)、 電解 溶液中のATTBellLabs.,NewJersey,
金属表 面(liauidSTM)や電 気的に不導 体の表a4:/5一 り4145ATheoreticalSimulationof
容竪 講蟹な繋 織 轟癖 璽r器1鷲li儲 蹄e,
いくであろ うと期待 され ている。)しか し、再現性KnowledgeandIntelligence
良 く高分解能像 が得 られ る条件、像 の解釈な ど今Sci.,Tokyo,
後 の課題も いくつか残 されている。 そこで、超高14:45-/5:/5FundarnentalAspectsofSTM
真 空中での半導体 や金属 、工業的 に重要 な化合物inQuestion;A,Sakai;Toshiba
半 導体、溶液 〔Pの金属表 面、溶液処 理を した半 導ULSIResearchCenter,
体 表面な どのSTM、 さらには、STMか ら派 生Kawasaki.
し 走 査 プ ロ ー ブ 顕 微 鏡(SCann「ngDrObe/5:35-/6:05ControllingParametersin
mjOrOSCOpy=SPM)と 呼 ばれ る範 疇 に 属 すNanometer-ScaleStructure
る、AFM、 弾 道電 子顕微鏡(BEEM)、 走査"反FabricationUsingFieldEvap一
応"顕 微鏡な どによ る研 究 をとりあげ 、それぞRorationinSTM;M.Aono;RI一
の分野に おける問題点 を議論 し、今後 のSTM応KEN,Wako&AonoAtom一
用 の発展 と方 向性 につ いて討論 をするワーク ショcraftProject,Tokyo.
ップ を開催 した。16:05-/6:35AtomisticObservationand
AnalysisbyFIM/AP;K,Hono;
∵ 誇 醤 礎 意脚 石儲(Dr.H,り6:35./7:。5器還 懸 蹄 評 臨11。
Rohrer・二STMの 発 明 者,Dl".Y.KUk)によ るTunnelingJunctions;F.
2件 の 基 調 講 演 を 含 む 以 下 の プ ロ グ ラ ム の も と にKomori;ISSP,Univ.ofTokyo,
活 発 な 意 見 の 交 換 が な さ れ た 。Tokyo.
/7:05-/8:05ProspectsofLocalProbe
日 時:平 成3年5月 個 日(火)～/5E3凶MethodsforNanometerScale








9:/5-9:451nSituSTMGfMetalsin周 年 記念式典 のため来所 していた のを好機と して
AqueousSolutions;K.Itaya;ワー ク シ ョ ・yブで の 基 調 講 演 を お 願 い し た。
TohokuUniv.,Sendai.STMか ら育 っ た新 しいタ イ プ の分 析 法で ある
9=45-/0:15STMasaToolforSurfaceSPMは 、STMに おける トンネル電子 を分 子間
Chemistry;K.Tanaka;ISSP,力・磁 気力 ・光 ・イオン ・スピン偏極電子 などの
Univ.ofTokyo,Tokyo.様 々 な"medium"に置 きか えて試 料の諸 特性 を
/0:/5-/0:30STMofMBEGrownGaAsナ ノスケールで正確 に測定 する手法で その将来性
(001)Surfaces;1,Tanaka;が期 待 さ れ て いる が、今 回 、Dr .Rohrerは
OptoelectronicsTechnologySPMの新 しい応 用と して 、試料表面の化 学反応
ResearchLab.(OTL),の2次 元マッ ピング を行お うとする手法 を提 案 し
Tsukuba.た 。 これは、走査 探針と して 生体 物質分子 などを
/0:30-/0:45STMonMBEGrownGaAs用 い、生体高分 子な どの物質 表面 との相互(化 学)
ii('、(001)Surfaces;M・Tanimoto;作 用の2次 元像 を得 よ うとす る 新 しいア イデ ア
NTTLSILabs.,Atsugi,で 、生体 反応の微視 的メカニズ ムを解明す るうえ
/0:45-//:00STMstudyofHF-treatedSiで不可欠 な超微細構造 に関す る情 報が得 られ 、生
Surfaces;Y.Morita;物 物 理現象の基礎 的な理解 に役立つ と思 われる。
ElectrotechnicalLaboratory,この手法が成功 するため には、現在 、金研桜 井研
Tsukuba.究 室で行なわれ ている、探針 を分子 レベル で制御
M:/5-/1145LEED/STMStudyofPt/Siす ることが必要不可 欠 にな るであ ろう と指 摘され
(100)-c(4×2);T.た 。
Ichinokawa;WasedaUniv.,金 属 表 面 のSTMの 第 一人 者 で あ るDp .Y.
Tokyo.1くUkは や は りSPMの 一 つ に 分 類 さ れ る
//:45-/2:り5BehaiviorofAtomicStepsonBEEMの非 常 に 明解 な応 用 例 と し てNiSi,と
theSiSurfaces;H.Tokumoto;Si界面の ショッ トキーバIYヤー高 さ(SBトDに
ElectrotechnicalLaboratory,関する研 究を報告 し、金 属一半 導体界面で起 こ っ
Tsukuba.て い る電位 分 布 の緩 和 に よ りSBHも 同様 に 緩
12=/5-/2:45ComputersimulationoftheSi和され ている という結 論を示 した。この講演で は、
(001)surfaros;T,Uda;Hita-Dr,KUkの実 験 経 験 を 背 景 と し て、STM/





























段である。しかし、この実験を行うためには、強 コメント 金谷利治(京 大化研)
力な中性子源が不可欠であるが、幸い我国では、 ・IN6型TOF分光器について
日本原子力研究所(東潅}研)の研究用原子炉JRR梶 谷 剛(金 研)
-3が、ビー ム実 験 を主 目 的 と した形 に 改造 コメント 金谷利治(京 大化研)
(JRR-3Mと称する)され、平成2年/作ヨより 池田 進(1〈EK)
定常運転に入っている。中性子散乱関係の各装置 ・偏極中性子散乱について
は、一部は建設を終 り共同利用運転を行っている。 遠藤康夫(東 北大理)
本ワークショツプは、平成3年5月28、29日に コメント 元屋清一郎(埼 玉大理)
謙 轟 底戦 嵩 繍 票麟 讐憧'申1好 スペクト/レ変翻 こ議 而(物陛研)③









2.プ ログラム概要 置されるJRR-3Mの 中性i子ガイ ド管は世界最






子がイ ドC/-/ポ ートに設置 され るものであ20μe>,△Qres(運 動量分解能)～0.02A-1を
り、△Eres(エネルギー分解能)～20～り00μe>,目 指している。






中性子 スピンエ コー(NSE)の 計 画 はILLILLのIL6分 光器での使用経験では、重水中





ペクトル変調(NSM)の装置と共通である。中性 偏極中性子回折(偏 極解析つき)は 、装置として
子スピンに歳差運動させるための磁場(プ リセッ 単純であるが、磁性分野での研究テーマが多く利







チレンの挙動)か らNSEは 高分子や生体物質の 装置では偏極子の開発が重要であることが指摘さ
研究 に有用なものであることが参加者に理解さ れた。
毘 三蕩錨 驚 垂蕪 藤 鵠二護(離 諭 議麟 鵠 ρ1寺醗
とが示されたので、NSEの 計画は、前述の難点 性体の研究に威力を発揮する。この測定は、今後
をクリヤーして推進されるべきであること、ただ 共重要であるので、装置運用については、実験が



















氏 名 年 月 日 転 出 先
富 吉 昇 一199/.7.り 愛 媛 大 学 助 教 授 工学部
八 木 益 男4991.3.3/定 年 退 職
細 谷 稔 刀 刀
新任及び昇任
氏 名 年 月 日 官 職 部 門 等
請 井 一 利/991.4。1講 師 結晶欠陥物性学
高 廣 克 己 刀 助 手 原子力材料物性学
秋 山 英 二 刀 助 手 金属表面化学
藷 吉 都/99/.ノソ6一 留 顯 灘 塁農購 ②
塩 川 佳 伸 ノノ 助 教 授 放射線金属化学
王 向 東 刀 助 手 回折結晶学
並 木 美智子lig9/.7.'i講 師 分析科学
一22
最近発表された論文等 リス ト



















91-007石 灰 を 耐 火 物 に 用 い た チ タ ン鋳 物 の 製 造 佐 藤 敬 ・ 松 本 昇 鋳 物62(1990),
米 田 保 夫 ・ 高 橋 利 次732-737
岩 邊 洋 史 ・ 坂 上 六 郎
91-008ク ロ ム の 誘 導 溶 解 お よ び 鋳 造 佐 藤 敬 ・ 松 本 昇 鋳 物63(1991>,












































































91-024AE法 に よ る高 温 環 境 化 で の 炭 化 ケ イ 素 の 破 斎 藤 雅 弘 ・ 高 橋 秀 明 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金37
壊 特 性 評 価 に関 す る研 究 橋 田 俊 之 ・ 佐 々 木 眞(1990>,95!-956
平 井 敏 雄
91-025炭化 チ タ ン の定 常 変 形 機 構 連 川 貞 弘 ・ 松 原 正 吾 日本 金 属 学 会 誌54
栗 下 裕 明 ・ 吉 永 日 出 男(1990),898-894
91-026Nbおよ びZrに よ るTicの高 温 に お け る固 溶 硬 連 川 貞 弘 ・ 中 島 雅 文 日本 金 属 学 会 誌55
化 村 田 顕 彰 ・ 栗 下 裕 明(1991),390-397
吉 永 日 出 男
9!-027酸素0.IMPa,!273Klこお け るSrO-CaO-CuO系固 山 根 久 典 ・ 宮 崎 譲 日本 セ ラ ミ ック ス協 会
溶 相 の 合 成 と導 電 率 平 井 敏 雄 学 術 論 文 誌98(ユ990),
91050-1053
91-028中 性 子 回 折 に よ る プ ロ ト ン 導 電 体 の 構 造 研 究 佐 多 教 子 ・ 辛 埴 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
細 谷 正 一 ・ 新 村 信 雄23(1990),185-191
石 亀 希 男








































































































91-055(Pb,Cu)2重 層 を も つ 新 し い 銅 酸 化 物 超 伝 導 常 盤 文 子 ・ 庄 野 安 彦 固 体 物 理25(1990>,
{本995-1003
イ
91-056層 状 構 造 酸 化 物 超 伝 導 体 の 固 体 化 学 庄 野 安 彦 日 本 金 属 学 会 会 報29{
(1990),71LO-7]L5
91-057ク ラ ッ ド ・ チ ・ソプ 押 出 し法 に よ り 作 製 し た 槻 田 祐 二 ・ 斎 藤 栄 日 本 金 属 学 会 誌55
Nb・,・A1線材 の 超 伝 導 特 性 に 及 ぼ す 添 加 元 素 の 花 田 修 治 ・ 永 田 明 彦(1991),85-91
影 響 池 田 圭 介
91-058極 細 多 芯NbTi合 金 線 材 に お け る 上 部 臨 界 磁 場 渡 辺 和 雄 ・ 能 登 宏 七 低 温 工 学26(1991),








































































































番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
Single-CrystalDyMnビGeピYamamotoH .
91-088ペ ロ ブ ス カ イ ト型 化 合 物MmGaC系 に お け る 金 子 武 次 郎 ・ 鹿 又 武 日 本 物 理 学 会 誌45
磁 気 秩 序 転 移(1990> ,919-922
91-089Fe-Si-N薄 膜 の 軟 磁 気 特 性 矢 野 暢 芳 ・ 大 沼 繁 弘 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌15
林 出 光 生 ・ 松 本 文 夫(1991),357-360
藤 森 啓 安 ・ 増 本 健
91-090FeSiN/セ ラ ミ ッ ク ス 多 層 膜 の 軟 磁 気 特 性 大 沼 繁 弘 ・ 矢 野 暢 芳 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌15
林 出 光 生 ・ 松 本 文 夫(1991),391-394
藤 森 啓 安 ・ 増 本 健









91-094Co基 合 金 ・窒 化 物 複 合 分 散 型 ア モ ル フ ァ ス 膜 林 出 光 生 ・ 大 沼 繁 弘 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌15
の 磁 気 特 性 松 本 文 夫 ・ 藤 森 啓 安(1991) ,379-382
増 本 健
















番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
91-099AlumiTNエm-BasedGlassyAIloysIstoueA.and漸asumotoT.EncycloP,Mater,Sci,
Eng、2(1990),660-667



























































91-120MAに よ っ て 作 製 さ れ た 中 性 子 零 散 乱Ni-Ti福 永 俊 晴 ・ 三 沢 正 勝 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金38
ア モ ル フ ァ ス 粉 末 の 化 学 的 原 子 構 造 鈴 木 謙 爾 ・ 水 谷 宇 一 郎(1991)t67-70
91-121準 結 晶 の 高 分 解 能 電 子 顕 微 鏡 観 察 平 賀 賢 二 日 本 金 属 学 会 会 報29
(1990),811-815
91-122C。NbZr/AIN多 層 膜 の 磁 性 大 沼 繁 弘 ・ 林 出 光 生 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌14
松 本 文 夫 ・ 藤 森 啓 安(1990>,379-382
(191-123ア モ ル フ ァ ス 細 線 に お け る 高 周 波 磁 気 特 性 の 三 寺 正 雄 ・ 寺 坂 正 二 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌15
線 径 依 存 性 今 川 尊 雄 ・ 松 本 文 夫(1991),277-280

















91-128ポ リ マ ー ・ネ ッ ト ワ ー ク の ス ケ ー リ ン グ 理 論 大 野 か お る 日 本 物 理 学 会 誌46
(1991),385-388
91-129電 気 抵 抗 測 定 に よ る パ ラ ジ ウ ム 中 の 水 素 と 荒 井 修 ・ 阿 部 冨 士 雄 日 本 金 属 学 会 誌55





91-13!"単 結 晶 と は"、"ら せ ん 転 位 に よ る 成 長"上 羽 牧 夫 工 業 材 料38(1990),
"核 生 成"
、"ス ピ ノ ー ダ ル 分 解':、"表 面 核[14]64-68
生 成 に よ る 成 長"、"結 晶 成 長 の 熱 力 学"
91-132GaAsの 熱 物 性 値 岡 野 泰 則 ・ 福 田 承 生 熱 物 性 ハ ン ド ブ ッ ク
(1990),233-236
91-133格 子 気 体 か ら の 凝 集 体 の 成 長 関 進 ・ 上 羽 牧 夫 統 計 数 理38(1990),
一一マ ル チ フ ラ ク タ ル 構 造 解 析 一一 齋 藤 幸 夫91-94





























9!-143単結 晶 育 成 技 術 の 現 状 福 田 承 生 ・ 岡 野 泰 則 化 学 工 学55(1991),
275-277
91-144111-V族化 合 物 半 導 体 結 晶 の 育 成 福 田 承 生 機 能 性 結 晶 材 料 と人 工 鉱
物,人 工 鉱 物 工 学 会 編,
(1991),66-77
91-145LE-VB法に よ るGaAs結晶 成 長 干 川 圭 吾 機 能 性 結 晶 材 料 と人 工 鉱
物,人 工 鉱 物 工 学 会 編,
(1991),57-66
91-146シ リ コ ン単 結 晶=F川 圭 吾 未 来 を ひ ら くニ ュ ー マ テ
リア ル,森 北 出版,
(ユ991),35-51
91-147半導 体 基 板(化 合 物 半 導 体)技 術 福 田 承 生 日本 半 導 体 年 鑑(1990),
183-186
91-148酸化 物 融 液 表 面 上 に お け る 流 動 現 象 橘 正 人 ・ 平 田 彰 日本 結 晶成 長 学 会 誌17
岡 野 泰 則 ・ 福 田 承 生(1990),323-329
〈)
91-149チ ョ コ ラ ル ス キ ー 法 に よ る バ ル ク単 結 晶 成 長 宮 崎 則 幸 ・ 内 田 仁 日本 機 械 学 論 文 集
過 程 の 熱 応 力 解 析 萩 原 世 也 ・ 宗 像 健(A編)57(199ユ),
(異方 性 解 析 と 等 方 性 解 析 の 比 較)福 田 承 生858-863
91-150HI-V族単 結 晶 福 田 承 生 応 用 物 理 ハ ン ド ブ ッ ク
(1990),340-341










































91-164散 乱 蛍 光X線 の 屈 折 現 象 を 利 用 し た 新 し い 表 佐 々 木 裕 次 ・ 広 川 吉 之 助X線 分 析 の 進 歩22






















































91-181Ni?A!多 結 晶 の 延 性 化 機 構 千 葉 晶 彦 ・ 花 田 修 治 日 本 金 属 学 会 会 報30
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91-188水 酸 化 ベ リ リ ウ ム 共 沈 分 離/モ リ ブ ド リ ン酸 一 石 黒 三 岐 雄 ・ 細 谷 稔 分 析 化 学40(1991) ,
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